
第２０回山のトイレを考える会フォーラム記録 

テーマ『トムラウシ・美瑛富士トイレ問題のこれから』 

 

２０１９年３月１６日（土） １４：３０～１７：００ 

札幌エルプラザ２階 環境研修室１・２  参加者数：４０名 

 

１．開会挨拶…前代表 岩村和彦 

・２００７年（Ｈ１９年）に横須賀さんから代表を引き継ぎ１２年経った。マンネリ化、

高齢化などを考え、先を見据えて小枝さんに代表を交代することにした。 

・２０００年、婦人文化センターでガイドの横須賀さんの講演会を聞いた。トイレ紙の持

ち帰りの必要性を感じていた時だった。講演会後５、６人ですぐ考える会を立ち上げた。 

活動をスタートしてから約１９年。トイレ紙や汚物の散乱が目に見えて少なくなり、登

山者のマナーも格段によくなったと思う。 

・美瑛富士を何とかしなければならないと思っていた。トイレ設置の署名を約２７,０００

筆集め、２００６年に環境省と北海道に提出したが膠着状態が続いた。２０１４年にト

イレ設置から携帯トイレ導入に舵を切った。ブースの維持管理は私たちでやりますと「美

瑛富士トイレ管理連絡会」を立ち上げた。全国的に見ても画期的。２０１５年からテン

ト型携帯トイレブースを環境省で試験的に設置。アンケート調査を実施してその有効性

を検証している。２０１９年は５年目となる。１～２年のうちに常設のブースが設置さ

れると思う。利用者が自ら山岳環境をよくするための仕組みが出来つつあることは嬉し

いことであり、考える会として少し貢献ができたのかなと思う。 

・考える会では事務局運営委員を募集している。現在の運営委員の平均年齢は６５代後半

となった。一人でも入ってくれると嬉しい。私はこれからも関わっていく。 

 

２．山のトイレを考える会活動報告…資料集参照  事務局長 仲俣善雄  

 

３．発 表…資料集参照 

（１）2018年美瑛富士携帯トイレブースの取り組みについて 

環境省東川自然保護官事務所 自然保護官 齋藤明光 

（２）美瑛富士・携帯トイレシステム試行４年目の活動報告 

   美瑛富士トイレ管理連絡会 事務局 仲俣善雄 

（３）トムラウシ南沼汚名返上プロジェクト２年目の活動報告と今後の取組み                           

   北海道十勝総合振興局環境生活課 主任 牛嶋あすみ 

 

４．総合討論        コーディネーター 代表 小枝正人 

〔ヒサゴ沼避難小屋改修問題〕 



黒田（大雪山国立公園パークボランティア連絡会）…６月～１０月、トイレも利用できな

い？作業する人のトイレはどうなっているのか。南沼にインパクトがかかる心配がある。

Ｓ５３年（１９７８年）頃に改修した時に仙台の大学教授の遭難事故があった。小屋が使

えなかったためだ。資材置場となるので野営地も使えない。あまりにも乱暴。そんなに資

材を置くのかなと。 

牛嶋（十勝総合振興局）…急に改修工事が決まったので困惑していると思う。まだ設計段

階。基礎を残して壁や屋根を修理。トイレは便槽はそのままで上屋を建て替える。作業者

のトイレは設置すると思うが、一般に開放するか不明。まず今年度ヒサゴ沼は使えないと

案内をしている。ヒサゴ沼を使わない山行計画を立てて欲しい。 

小枝（山のトイレを考える会）…詳細は道のＨＰに掲載。今出たばかり。道からいろいろ

な団体、機関に周知始めた。作業用トイレ使用の可否、資材置場の関係等、工事詳細が順

次周知されると思う。本州の人はヒサゴを使う人が多い。 

福井（上川総合振興局）…資材置場の件は乱暴という意見もあるかと思う。野営地は豪雨

で水没してしまう。そのスケール感、水没がどこまであるのか分からないので、現状では

一律に使えませんというアナウンスになっている。 

山口（山岳レクリェーション管理研究会）…この件は直感的にまずいなと思うのは同じ。

道に任せず、どれだけ協力できるかに絞ってやろうと思っている。今後話あう。いくつか

のハードルを設けてそれをやるようにして欲しい。それに対して民間がどれだけ出来るか

を考えている。野営地の話は北大の工藤先生に既にお知らせしている。毎年ヒサゴ沼に入

っていて植生、小屋周辺のことはご存知なので協力をお願いしている。 

小枝（山のトイレを考える会）…本州の個人の登山者にどうやって情報を伝えるか。ヤマ

レコ、ヤマップでどのように周知するか、誰がやるのか。一番効果があるネット関係にど

こからどのように頼むか。キチント話をしなければならない。山口さんもいろいろと心配

して考えている。現地に来て初めて知るということがないようにしなければならない。 

金野（大雪山国立公園パークボランティア連絡会）…忠別小屋トイレはどうなるか。 

小枝（山のトイレを考える会）…忠別小屋はボットントイレ。携帯トイレを使うことはア

ナウンスされていない。今までどおりだと思う。 

金野（大雪山国立公園パークボランティア連絡会）…北沼の所にテントを張る人が増えて

いる。毎年、テントの風よけの石垣があり崩している。忠別小屋のテント場は狭い。荒れ

てしまう。北沼の平な所にテントを張る心配がある。忠別小屋からトムラ南沼は結構な距

離がある。 

小枝（山のトイレを考える会）…解決策はなかなか無いのですが、北沼や他にもテントは

張ってはいけませんよと言う話は必ず出てくる。アクティブレンジャーやパークボランテ

ィアの人から注意をする場面が増えると思うが、何とか穏やかな形で自然の負荷をかけな

いようにするしかない。 

 



〔美瑛富士の携帯トイレ所持率向上に向けて〕 

小枝（山のトイレを考える会）…トムラは美瑛富士と比べ携帯トイレ所持率が高い。汚名

返上プロジェクトの活動が効果あったと言えるし、違う要因もあるのではないかとも。美

瑛富士の所持率は７７％。森林管理署のゲート番号問い合わせ時に携帯トイレ使用を呼び

かけていただいているのが効果として現れていると推察できる。マスコミの新聞掲載も効

果があった。その数値を維持していく、さらにアップしていくにはどうするとよいのか。

微妙な所でカバーしなければならない。決定的な所は既にやっている。他に何かすること

はないか知恵を拝借したい。ネット関連で効果がある方法は何か。登山者に見ていただく

ことができるか。皆さんが本州の登山者だったら、トムラやオプタテシケ山に行く時には

何の情報を見て登山計画を立てるか。その時に携帯トイレを使用する場所と言う情報を見

るかどうかイメージできますか。現実的に見ると、十勝総合振興局、上川総合振興局、新

得町などいろいろなＨＰで周知はしている。しかし総合振興局のトップページにはその情

報はない。さらに下の下の環境生活課でやっと情報が出てくる。何かよい方法はあるか。 

仲俣（山のトイレを考える会）…ＨＰを見る時代ではない。Facebook やツイッター、イン

スタグラム等で情報発信し拡散していく時代。役所のＨＰで情報を得ることはあまりない。

ＳＮＳで情報を発信して効果的に周知する方法について検討しなければならない。 

仲俣（山のトイレを考える会）…携帯トイレを持ってきていない人が白金温泉で入手でき

る、いい方法はないかといつも考えている。４つのホテルに携帯トイレを置かせてもらっ

ているが、早朝に登山口で気付いたとしてもホテルまで戻ってまで買わない。コンビニも

ない。早池峰のように無人販売器も考えられるが管理が難しい。トムラは東大雪荘で入手

できるのでよいが、美瑛は難しい。所持率を上げるにはネットに頼るしかないのかな。 

小枝（山のトイレを考える会）…忘れた人が容易に入手できるのは難しい。新得ＪＲ駅で

売れているのはすごい。表大雪から十勝へ縦走する人は旭岳ロープウェイ姿見駅、層雲峡

の黒岳ロープウェイ駅、白雲小屋でも販売しているので、入手する機会が多くある環境だ

と思う。 

 

〔トムラ南沼汚名返上ＰＪに望むこと〕 

小枝（山のトイレを考える会）…ドローンでトムラ南沼を撮った写真を見た。今は視覚的

に野営地を見れるようになった。今回、もう１基ブースを設置するが、場所の選定がある。

裸地の所で許可を得ることになるので場所は限られる。７月には何とか設置したいと考え

ている。トイレ道の植生復元は２年やった。トイレ道が広い範囲で広がっていて対応がな

かなか難しい。南沼に泊まらない日帰りの人は南沼に寄らずに山頂に上がる。ブースがあ

ることを分岐で掲示周知して知ってもらうことが必要。また、外国人のために「トイレで

はないこと」「携帯トイレの使い方」を多言語表示も検討しなければならない。ブース設置

の際は一般登山者に資材の担ぎ上げ等で協力してもらうことが必要でないか。 

小枝（山のトイレを考える会）…所持率を把握するにはアンケート調査をしなければなら



ない。今年度はヒサゴ沼避難小屋の改修工事もあり、南沼に泊まる人が多くなる。どの程

度増えるのか、所持率はどうなのか、今年もアンケート調査をしてデータを残すべきだ。 

 

〔男子の小便について〕 

伊吹（山のトイレを考える会）…携帯トイレの所持率は向上しているが、小便はどうする

か問題提起したい。多分、男性は携帯トイレで小便はしないのではないかと思う。私はも

っと小さな専用のを持って登っている。今日参加した皆さんはどのような工夫をしている

のか教えて欲しい。 

桝（上川自然保護官事務所）…私はボトルを使っている。１㍑の口広型。携帯トイレも使

わないし、テントの中でこっそり出来るので便利。 

仲俣（山のトイレを考える会）…南沼、美瑛富士の時は桝さんのようにボトルを使ってい

る。利尻山で携帯トイレを使った。利尻山はブースがたくさん設置されているので快適だ

った。 

小枝（山のトイレを考える会）…私もボトル。テント場ではアンモニアの臭いもすると言

う苦情もある。難しい問題だと思うが登山者がそれぞれの所で自分が出来ることをやって

いくことになる。 

 

〔汚物不法投棄の罰則について〕 

山口（山岳レクリェーション管理研究会）…トイレ問題に対してやっていないことがもう

一つあると前から思っている。それは罰則です。レクリェーションの問題を解決するには

３つある。一つは技術的な問題。もう一つは利用者の意識的な問題。もう一つは法的な問

題でアプローチするのが通常です。今一生懸命やっているのが、啓発活動でマナーに頼る

方法です。やっぱり最後は汚物の不法投棄なんだと言うところまでいかないと。このよう

なケースはたくさんある。例えばタバコのポイ捨て、町中の立ち小便、野生動物の餌付け。

それぞれ条例がある。ゴミのポイ捨てもそう、大雪山では汚物の不法投棄なんだとやると

携帯トイレの所持率が上がるのではないか。罰則をしたからと言って１００％にならない

が、マナーに頼るのは限界があって、最後は条例とか規則があり、罰せられますよと言っ

た方がいいのかなとずっと思っている。 

小枝（山のトイレを考える会）…罰則。誰が切符を切るのか。インパクトはあると思うが、

現地での難しい実務がある。 

山口（山岳レクリェーション管理研究会）…よくあるのは、注意すると「何の権限があっ

て注意するんだ」と居直られることがよくある。その時に実は罰則規定があるんですよ、

お知らせしておきますよ、あなたの為ですよ、と言えるようにできたらいい。 

朝日田（未組織登山者）…海別岳は春シーズン、２０年前から平然とスノーモービルが上

がってきていたが、罰則、規則で規制されていることが徐々に周知されてきた。携帯やス

マホで車両ＮＯを控えて通報するとすごく減った。罰則に賛成。切符を切るのではなく、



やっぱり他の人が見ていて通報されることが人間は嫌だと思うので賛成かなと思う。 

 

〔登山者や民間、地域の協力について〕 

小枝（山のトイレを考える会）…大雪山・山守隊では登山道整備に一般登山者の協力を得

て成果を上げていることが話題になっている。山守隊の岡崎さんの考えを教えてください。 

岡崎（大雪山・山守隊）…この２年ほど美瑛のブース設置とかトムラウシの植生復元に関

わらせてもらっている。トイレも登山道もかなり似たような問題があるなと思いながら聞

かせていただいた。自分は山岳会さんとか山関係者だけでなく、登山者の方と一緒にやっ

ている部分が多いのですけど、登山者の方と山岳関係者の方の意識はかなり違います。ど

っちかと言うと山岳関係者の方は登山道の崩れに対しては、もう諦めの心境になっている

方がいたりして「昔からそうなんだ、しょうがないんだよ、ずっと俺は言い続けているん

だ」で止まってしまっている。登山者を振り向いて見ると「何故やらないんだ、やるなら

協力するよ」と言う方が非常に多くて、じゃぁ、その力を何とか山で使いましょうと言う

ことでやらせてもらっている。整備イベントを開くと５０人、７０人とどんどん応募して

くる。ただし、登山道も少しずつは治るのですけど、この規模が例え１０倍になったとし

ても登山道がキチント維持管理されるかと言えばされないと思う。もっと激しい浸食がど

んどん続いている。だから自分がやっていることをしっかり考え、もっと広い目で見なけ

ればならないといつも思っている。トイレ問題もそうなんですけど、自分は環境を良くす

るためには本来、お金はかかるべき、かけるべきものと認識している。今は一生懸命お金

が無い中でやろうとしている部分が多いのですけど、本来はお金はたくさんかけるべき。

たくさんお金をかけて、いい場所にして、人がどんどん来てもいいようにすると言うのが

そもそもでないかと思っている。そのように思っているのは山岳関係者よりも一般登山者

の方が強く思っている。２０年前ぐらいしか自分は知りませんけど、利用者負担とか話を

すると殆ど嫌われたと思います。今は利用者負担、トイレ問題、登山道問題に対してお金

を払ってもいいよと言う人は自分の感覚では半数以上あると思う。前は半数以下だと思う。

これから管理はガラッと変わってくる可能性があって、その時のことを考えると、お金を

かけない方法よりも、今この管理をするには、どの位かかって、それをどのように負担し

ていくといいのかと言う、かける方、本来はこれ位かかる筈なんだとしっかり割り出し、

それに対して民間からどのようにお金を集めるか。今、官民協働と言うのも行政も言って

くれていますから、民間からお金を集めることもできると思うのですね。せっかくだから

いいのを作りたいと。携帯トイレブースにしたって「おお！綺麗なトイレブースだから使

いたいな」と思われるぐらい立派なものを作って、管理は民間からお金を集めて、それこ

そみんなでやる。ボランティアベースでなくてもいい。そう言う形に変えていくべき。議

論としてそこから始まりたいなと思っていました。そうすると海外の人にも自信を持って

勧められる。そういうベースは私自身ちょっと前まで考えられなかったですけど、登山者

を振り向いて、その人たちが考えていること、山に対して考えていることを精査するとで



きそうな気がする。登山者自らというふうに岩村さんもおしゃっていましたけど、山の為

に何かするよと言う協力者は話せばいるのです。そういう繋がりをたくさん作ればトイレ

問題も結構解決するのではないかと思っています。さっき言われた利尻山は歩き易く携帯

トイレも快適に使えたという所まで、大雪山でもできるのではないかと希望を持っている。

そのためには視野を広げたいなと自分自身が強く思っています。 

 

〔大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言について〕 

小枝（山のトイレを考える会）…携帯トイレ普及宣言、これをどのようにして具体的に展

開していくことを考えているのか聞かせて欲しい。 

桝（上川自然保護官事務所）…１８団体共同で宣言をさせていただいた。まさに始まりで

して、美瑛富士にブースを作るとか、南沼にブースを増設するとか、さらに利用を高める

ことは重要な点の一つ。もう一つは本州の人にどのように、どういうふうに展開していく

のかやっていかなければならない。インターネット、ＳＮＳを使って全国に知らせていく

のが課題。美瑛富士と南沼だけではなく、野営指定地でトイレの無いところも他にあるの

で、そのような所はどのように進めていくか大きな課題。普及キャンペーンを毎年やって

いるのですけど、例えば、私の考えるアイデアとしては、実際に混雑している時に仮設テ

ントブースを設置、その期間だけ使ってもらう。そういう普及啓発も実際的な意味が伴う

活動にするとさらに携帯トイレが今よりも広がるきっかけになるのかなと思う。みんなで

一緒に考えていきたい。 

 

５．閉会挨拶…代表 小枝正人 

岩村からバトンタッチして代表となりました。当会は事務局運営委員を募集しています。

年齢は問いません。ぜひ一緒に活動してくれる方を歓迎します。このままフェードアウト

するか、新しい世代に引き継ぐかの分岐点です。美瑛富士トイレ管理連絡会の事務局をや

っていて、放り投げるわけにはいかないのです。この数年、若い世代に引き継げるように

頑張っていきたい。 

 

（以 上） 

（文責：山のトイレを考える会 仲俣善雄） 

 

 

 

 

 

 

 



 


